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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 事業利益 営業利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 300,842 4.9 35,295 15.9 34,709 13.7 24,563 10.8 24,235 10.6 27,977 △9.7

2024年３月期第３四半期 286,675 13.9 30,452 7.3 30,518 10.3 22,168 6.8 21,906 8.7 30,977 23.8

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 215.55 －

2024年３月期第３四半期 194.89 －

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 568,178 351,999 349,465 61.5

2024年３月期 557,407 333,411 331,261 59.4

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 42.00 － 42.00 84.00

2025年３月期 － 46.00 －

2025年３月期（予想） 46.00 92.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 事業利益 営業利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 410,000 6.5 50,000 18.9 49,700 20.5 34,500 18.2 306.81

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（参考）税引前四半期利益  2025年３月期第３四半期  34,704百万円  （13.9％）  2024年３月期第３四半期  30,471百万円  （5.2％）
（注）事業利益は、売上高から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る当社グループ独自の指標です。

IFRSで定義されている指標ではありませんが、財務諸表利用者にとって有用であると考え、自主的に開示しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（参考）税引前利益  通期  49,000百万円  （17.5％）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 116,200,694株 2024年３月期 116,200,694株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 3,720,645株 2024年３月期 3,822,295株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 112,436,985株 2024年３月期３Ｑ 112,403,589株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

(注) 期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する当社株式（2025年３月期３Ｑ 183

千株、2024年３月期 274千株）が含まれております。また、自己株式として計上されている信託に残存する

当社株式は、基本的１株当たり四半期利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めております（2025年３月期３Ｑ 222千株、2024年３月期３Ｑ 246千株）。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、添付資料６ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

１）当第３四半期の概況（2024年４月１日～2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、ウクライナおよび中東情勢の長期化など地政学リスクの影響で

依然として不透明な状況が継続し、一部の国・地域では景気回復の動きに力強さを欠きましたが、持ち直しの動き

が継続しました。

国内では、製造業の生産活動は、一部自動車メーカーの生産停止解除や半導体などの電子部品の在庫調整の伸展

から持ち直しの動きがみられましたが、地震や台風といった自然災害による影響もあり、一進一退の動きとなりま

した。設備投資は、高水準の企業収益を背景に底堅い動きが続きました。

海外では、米国経済は、堅調に推移しましたが、欧州および中国は、内需に力強さが見られず、回復の動きに停

滞感がみられました。中国を除くアジア諸国は、一部に弱さがみられたものの、持ち直しの動きが続きました。

以上の結果、当社グループ全体の受注高は312,517百万円（前年同期比11.0%増）、売上高は300,842百万円（前

年同期比4.9%増）となりました。利益につきましては、事業利益
※
は、35,295百万円（前年同期比15.9%増）、営業

利益は、34,709百万円（前年同期比13.7%増）、税引前四半期利益は、34,704百万円（前年同期比13.9%増）、親会

社の所有者に帰属する四半期利益は、24,235百万円（前年同期比10.6%増）となりました。

※事業利益は、売上高から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る当社グループ独自の指標です。

IFRSで定義されている指標ではありませんが、財務諸表利用者にとって有用であると考え、自主的に開示しております。
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２）セグメント別の概況

当社グループは、社会やお客様への価値提供の観点で市場毎の特性を深く考察したうえで戦略を策定し、多様な

製品・サービスを組み合わせてソリューションの拡大を図るため、「電子市場」および「一般水処理市場」の２つ

をセグメント情報における報告セグメントとしております。

① 電子

受注高は、145,563百万円（前年同期比16.1%増）となりました。水処理装置は、国内及び東アジアで複数の大

型案件を受注したことにより増加しました。継続契約型サービスは、新規に稼働した超純水供給事業案件の売上

や一過性の収益計上の貢献により増加し、精密洗浄も半導体市況の回復を背景に増加しました。

売上高は、135,803百万円（前年同期比3.3%増）となりました。水処理装置は、前年同期の国内大型案件の売

上計上の反動で減少し、メンテナンスも減少しましたが、継続契約型サービスや精密洗浄は増加しました。

利益につきましては、比較的原価率が高い装置案件が減少したことによる売上原価率改善の影響を受け、事業

利益は、19,346百万円（前年同期比29.7%増）、営業利益は、19,468百万円（前年同期比29.2%増）となりまし

た。
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② 一般水処理

受注高は、166,954百万円（前年同期比6.9%増）となりました。水処理装置は、国内における大型案件の受注

計上や前連結会計年度第２四半期連結会計期間から連結子会社化したアルカデ社（４社）の影響などにより増加

し、メンテナンスおよび継続契約型サービスも増加しました。水処理薬品は、欧州、中国および東南アジアの一

部において、製造業の生産活動回復の動きに弱さがみられ、円安による円換算額増加の影響を除くと減少しまし

た。

売上高は、165,039百万円（前年同期比6.3%増）となりました。水処理装置は、前述のアルカデ社（４社）の

買収影響に加え、前連結会計年度末の受注残からの売上計上で増加し、メンテナンス、継続契約型サービスも増

収となりました。水処理薬品は、受注高と同様に、為替影響を除くと減収となりました。

利益につきましては、主に付加価値の高いCSVビジネスの伸長により、事業利益は15,938百万円（前年同期比

2.6%増）となり、営業利益は、欧州子会社の為替差益が減少したことなどにより15,230百万円（前年同期比1.4%

減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

資産・負債及び資本の状況

① 資産合計  568,178百万円（前連結会計年度末比10,771百万円増加）

流動資産は222,622百万円となり、前連結会計年度末比5,396百万円減少しました。これは主に、現金及び現金

同等物が7,159百万円増加したものの、営業債権及びその他の債権が12,171百万円減少したためであります。

非流動資産は345,555百万円となり、前連結会計年度末比16,167百万円増加しました。これは主に、超純水供

給事業（電子市場）および精密洗浄事業（電子市場）に係る設備の新規取得などにより有形固定資産が14,855百

万円、円安外国通貨高に伴う円換算額の増加によりのれんが1,987百万円それぞれ増加したためであります。

② 負債合計  216,178百万円（前連結会計年度末比7,817百万円減少）

流動負債は135,327百万円となり、前連結会計年度末比16,707百万円増加しました。これは主に、社債及び借入金が

15,943百万円増加したためであります。社債及び借入金の増加は、コマーシャル・ペーパー償還により減少したものの、

2025年12月に償還予定の社債30,000百万円があり、当該社債を非流動負債から流動負債に振替したためであります。

非流動負債は80,850百万円となり、前連結会計年度末比24,525百万円減少しました。これは主に、社債及び借入金が

22,196百万円、その他の非流動負債が2,853百万円それぞれ減少したためであります。社債及び借入金の減少は、長期

借入金が増加したものの、前述の2025年１2月に償還予定の社債を流動負債に振替したためであります。

③ 資本合計  351,999百万円（前連結会計年度末比18,588百万円増加）

これは主に、円安外国通貨高に伴う在外営業活動体の換算差額の増加によりその他の資本の構成要素が3,294

百万円、親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上等により利益剰余金が14,332百万円それぞれ増加したため

であります。

（３）当四半期のキャッシュ・フローの概況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は61,168百万円（前連結

会計年度末比7,159百万円増加）となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は以下のとおりでありま

す。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動で得られた資金は65,103百万円（前年同期比32,050百万円増加）となりました。これは主に、法人所

得税の支払額10,762百万円で資金が減少したものの、税引前四半期利益34,704百万円、減価償却費、償却費及び

減損損失26,080百万円、営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加）11,211百万円で資金が増加したためで

あります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動で使用した資金は38,249百万円（前年同期比10,435百万円増加）となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による支出35,913百万円で資金を使用したためであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動で使用した資金は20,265百万円（前年同期比11,528百万円増加）となりました。これは主に、長期借

入れによる収入9,977百万円で資金が増加したものの、短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの純増減額（△

は減少）14,140百万円、配当金の支払額9,956百万円、リース負債の返済による支出3,913百万円で資金を使用し

たためであります。

当社グループは事業運営上必要な流動性確保と安定した資金調達体制の確立を基本方針としております。短期

運転資金、設備投資やその他成長分野への投資資金は自己資金を基本としつつも、必要に応じて債券市場での調

達や銀行借入を実施しております。なお、当第３四半期連結会計期間末において、当社は取引金融機関２社とコ

ミットメント・ライン契約を締結しております（借入実行残高 －百万円、借入未実行残高 20,000百万円）。
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（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年11月７日発表の「2025年３月期 第２四半期(中間期)決算

短信」に記載しました2025年３月期 通期の連結業績予想のとおり推移するものと考えております。

なお、本業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、様々な要因の変化により実

際の業績とは異なる場合があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 54,009 61,168

営業債権及びその他の債権 139,464 127,293

その他の金融資産 6,367 5,823

棚卸資産 21,069 22,908

その他の流動資産 7,107 5,426

流動資産合計 228,018 222,622

非流動資産

有形固定資産 190,973 205,828

使用権資産 22,898 23,301

のれん 71,001 72,988

無形資産 17,485 17,054

持分法で会計処理されている投資 1,422 1,575

その他の金融資産 16,994 17,005

繰延税金資産 8,340 7,541

その他の非流動資産 272 261

非流動資産合計 329,388 345,555

資産合計 557,407 568,178

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 68,403 72,830

社債及び借入金 19,097 35,040

リース負債 4,603 4,421

未払法人所得税等 5,423 4,218

引当金 2,399 1,729

その他の流動負債 18,692 17,086

流動負債合計 118,620 135,327

非流動負債

社債及び借入金 58,714 36,518

リース負債 18,774 19,191

その他の金融負債 2,338 2,250

退職給付に係る負債 17,527 18,121

引当金 2,865 2,909

繰延税金負債 1,628 1,185

その他の非流動負債 3,526 673

非流動負債合計 105,375 80,850

負債合計 223,995 216,178

資本

資本金 13,450 13,450

資本剰余金 △361 △81

自己株式 △10,869 △10,572

その他の資本の構成要素 30,383 33,677

利益剰余金 298,658 312,990

親会社の所有者に帰属する持分合計 331,261 349,465

非支配持分 2,150 2,533

資本合計 333,411 351,999

負債及び資本合計 557,407 568,178
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 286,675 300,842

売上原価 189,886 192,053

売上総利益 96,789 108,789

販売費及び一般管理費 66,336 73,493

その他の収益 1,601 1,155

その他の費用 1,534 1,742

営業利益 30,518 34,709

金融収益 577 734

金融費用 733 846

持分法による投資損益（△は損失） 108 107

税引前四半期利益 30,471 34,704

法人所得税費用 8,303 10,141

四半期利益 22,168 24,563

四半期利益の帰属

親会社の所有者 21,906 24,235

非支配持分 262 327

四半期利益 22,168 24,563

     

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 194.89 215.55

希薄化後１株当たり四半期利益（円） － －

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期利益 22,168 24,563

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する金融資産の公正価値の純変動

1,211 △297

確定給付制度の再測定 △38 △6

純損益に振り替えられることのない
項目合計

1,173 △304

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 7,724 3,764

キャッシュ・フロー・ヘッジ △111 △92

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

22 46

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

7,635 3,718

税引後その他の包括利益 8,809 3,413

四半期包括利益 30,977 27,977

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 30,687 27,522

非支配持分 290 454

四半期包括利益 30,977 27,977

（要約四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体

の換算差額

キャッシュ
・フロー
・ヘッジ

その他の
包括利益を

通じて
公正価値で
測定する
金融資産

2023年４月１日残高 13,450 △608 △10,638 9,678 222 4,231

四半期利益 － － － － － －

その他の包括利益 － － － 7,718 △111 1,211

四半期包括利益合計 － － － 7,718 △111 1,211

自己株式の取得 － － △356 － － －

配当金 － － － － － －

株式に基づく報酬取引 － 146 78 － － －

その他の資本の構成要素から
利益剰余金への振替

－ － － － － 1

所有者との取引額合計 － 146 △277 － － 1

2023年12月31日時点の残高 13,450 △462 △10,916 17,397 111 5,444

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計
その他の資本の構成要素

利益剰余金 合計
確定給付制度

の再測定
合計

2023年４月１日残高 － 14,132 277,639 293,975 1,784 295,759

四半期利益 － － 21,906 21,906 262 22,168

その他の包括利益 △38 8,780 － 8,780 28 8,809

四半期包括利益合計 △38 8,780 21,906 30,687 290 30,977

自己株式の取得 － － － △356 － △356

配当金 － － △9,105 △9,105 △112 △9,218

株式に基づく報酬取引 － － － 225 △2 222

その他の資本の構成要素から
利益剰余金への振替

38 39 △39 － － －

所有者との取引額合計 38 39 △9,145 △9,236 △115 △9,352

2023年12月31日時点の残高 － 22,952 290,400 315,425 1,959 317,384

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間（自  2023年４月１日  至  2023年12月31日）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体

の換算差額

キャッシュ
・フロー
・ヘッジ

その他の
包括利益を

通じて
公正価値で
測定する
金融資産

2024年４月１日残高 13,450 △361 △10,869 25,144 134 5,104

四半期利益 － － － － － －

その他の包括利益 － － － 3,683 △92 △297

四半期包括利益合計 － － － 3,683 △92 △297

自己株式の取得 － － △3 － － －

配当金 － － － － － －

株式に基づく報酬取引 － 280 300 － － －

その他の資本の構成要素から
利益剰余金への振替

－ － － － － －

その他 － － － － － －

所有者との取引額合計 － 280 297 － － －

2024年12月31日時点の残高 13,450 △81 △10,572 28,828 42 4,807

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計
その他の資本の構成要素

利益剰余金 合計
確定給付制度

の再測定
合計

2024年４月１日残高 － 30,383 298,658 331,261 2,150 333,411

四半期利益 － － 24,235 24,235 327 24,563

その他の包括利益 △6 3,287 － 3,287 126 3,413

四半期包括利益合計 △6 3,287 24,235 27,522 454 27,977

自己株式の取得 － － － △3 － △3

配当金 － － △9,875 △9,875 △70 △9,946

株式に基づく報酬取引 － － － 580 － 580

その他の資本の構成要素から
利益剰余金への振替

6 6 △6 － － －

その他 － － △20 △20 － △20

所有者との取引額合計 6 6 △9,903 △9,318 △70 △9,389

2024年12月31日時点の残高 － 33,677 312,990 349,465 2,533 351,999

当第３四半期連結累計期間（自  2024年４月１日  至  2024年12月31日）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 30,471 34,704

減価償却費、償却費及び減損損失 24,089 26,080

持分法による投資損益（△は益） △108 △107

固定資産売却損益（△は益） △22 1,009

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,407 △1,386

営業債権及びその他の債権の増減額
（△は増加）

△7,613 11,211

営業債務及びその他の債務の増減額
（△は減少）

3,934 4,627

その他 △2,746 △623

（小計） 44,597 75,517

利息の受取額 335 507

配当金の受取額 266 187

利息の支払額 △246 △346

法人所得税の支払額 △11,898 △10,762

営業活動によるキャッシュ・フロー 33,053 65,103

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,031 △6,258

定期預金の払戻による収入 4,850 7,035

有形固定資産の取得による支出 △21,242 △35,913

有形固定資産の売却による収入 48 96

無形資産の取得による支出 △2,007 △2,616

子会社の取得による支出（取得資産に含まれる現金
及び現金同等物控除後）

△3,070 －

その他 △361 △592

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,814 △38,249

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの純増減額
（△は減少）

△5,065 △14,140

長期借入れによる収入 12,018 9,977

長期借入金の返済による支出 △2,286 △2,261

リース負債の返済による支出 △3,889 △3,913

配当金の支払額 △9,236 △9,956

その他 △277 28

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,737 △20,265

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,316 570

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,182 7,159

現金及び現金同等物の期首残高 50,468 54,009

現金及び現金同等物の四半期末残高 49,286 61,168
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期連結累計期間 (自  2024年４月１日  至  2024年12月31日)

該当事項はありません。

（表示方法の変更）

（要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第３四半期連結累計期間において、独立掲記しておりました「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「投

資有価証券の売却による収入」は、金額的重要性が乏しくなったため、当第３四半期連結累計期間においては

「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の要

約四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前第３四半期連結累計期間の要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によ

るキャッシュ・フロー」の「投資有価証券の売却による収入」に表示していた０百万円は、「その他」として組

み替えております。

（セグメント情報）

(1）報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、社会やお客様への価値提供の観点で市場毎の特性を深く考察したうえで戦略を策定し、多様

な製品・サービスを組み合わせてソリューションの拡大を図るため、「電子市場」および「一般水処理市場」の

２つを報告セグメントとしております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

要約四半期
連結損益

計算書計上額
（注）２電子市場

一般水処理
市場

売上高

外部顧客への売上高 131,419 155,256 286,675 － 286,675

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 131,419 155,256 286,675 － 286,675

セグメント利益 15,072 15,454 30,526 △8 30,518

金融収益 577

金融費用 733

持分法による投資損益（△は損失） 108

税引前四半期利益 30,471

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

要約四半期
連結損益

計算書計上額
（注）２電子市場

一般水処理
市場

売上高

外部顧客への売上高 135,803 165,039 300,842 － 300,842

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 135,803 165,039 300,842 － 300,842

セグメント利益 19,468 15,230 34,698 11 34,709

金融収益 734

金融費用 846

持分法による投資損益（△は損失） 107

税引前四半期利益 34,704

(2）報告セグメントに関する情報

前第３四半期連結累計期間（自  2023年４月１日  至  2023年12月31日）

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去などが含まれております。

２．セグメント利益は、営業利益の数値であります。

当第３四半期連結累計期間（自  2024年４月１日  至  2024年12月31日）

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去などが含まれております。

２．セグメント利益は、営業利益の数値であります。
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(単位：百万円)

報告セグメント 要約四半期
連結損益計算書

計上額電子市場 一般水処理市場

 日本 70,124 77,315 147,439

 アジア 48,278 16,691 64,970

 北南米 12,241 34,191 46,432

 EMEA 775 27,058 27,833

合計 131,419 155,256 286,675

(単位：百万円)

報告セグメント 要約四半期
連結損益計算書

計上額電子市場 一般水処理市場

 日本 62,071 81,519 143,591

 アジア 58,483 17,009 75,493

 北南米 14,546 38,099 52,645

 EMEA 702 28,410 29,112

合計 135,803 165,039 300,842

（売上高）

顧客との契約から認識した売上高の分解と報告セグメントとの関係は以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自  2023年４月１日  至  2023年12月31日）

（注）１．セグメント間取引控除後の金額を表示しております。

２．売上高は当社または連結子会社の所在国および地域の所在地を基礎とし、国または地域に分類しておりま

す。なお、EMEAは欧州、中東、アフリカ地域を指しております。

３．アジアに含まれる中国の売上高は29,971百万円であり、その内訳は、電子市場24,742百万円、一般水処理市

場5,229百万円であります。

４．北南米に含まれる米国の売上高は40,947百万円であり、その内訳は、電子市場12,241百万円、一般水処理市

場28,706百万円であります。

当第３四半期連結累計期間（自  2024年４月１日  至  2024年12月31日）

（注）１．セグメント間取引控除後の金額を表示しております。

２．売上高は当社または連結子会社の所在国および地域の所在地を基礎とし、国または地域に分類しておりま

す。なお、EMEAは欧州、中東、アフリカ地域を指しております。

３．アジアに含まれる中国の売上高は39,167百万円であり、その内訳は、電子市場33,884百万円、一般水処理市

場5,282百万円であります。

４．北南米に含まれる米国の売上高は46,657百万円であり、その内訳は、電子市場14,546百万円、一般水処理市

場32,110百万円であります。
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（企業結合）

（共通支配下の取引等）

（栗田韓水株式会社）

2024年４月１日付で、韓国において、水処理装置の製造・販売およびメンテナンス・サービスを主な事業と

する韓水テクニカルサービス株式会社を存続会社とし、水処理薬品の製造・販売を主な事業とする株式会社韓

水を吸収合併しました。なお、統合後の会社名を栗田韓水株式会社に変更しております。

(1) 取引の概要

①結合当事企業の名称及び事業の内容

(i)存続会社

企業の名称　韓水テクニカルサービス株式会社

事業の内容　水処理装置の製造・販売、メンテナンス・サービス

(ⅱ)消滅会社

企業の名称　株式会社韓水

事業の内容　水処理薬品の製造・販売

②企業結合日

2024年４月１日

③企業結合の法的形式

韓水テクニカルサービス株式会社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社韓水は解散しております。

④結合後企業の名称

栗田韓水株式会社

⑤結合を行った主な理由

当社グループは、中期経営計画「PSV-27」（Pioneering Shared Value 2027）において、高度な水処理

技術を必要とする電子産業に対する超純水供給をはじめとしたサービス事業の拡充や、多様な産業に対す

る事業を通じた社会との共通価値の創造を目指すCSVビジネスの拡大などを重点施策としています。

このたびの２社の合併により、両社が長年にわたり培ってきた技術や現場接点で蓄積してきた豊富な知

見を集約・融合することで、韓国におけるお客様の多様なニーズや課題に応えるソリューションを迅速に

展開する基盤を強化します。特に、電子産業に対するサービス等の提案・提供力のさらなる強化を図ると

ともに、多様な産業に対するCSVビジネスをはじめとした社会との共通価値を創造するソリューションの

創出・提供を加速していきます。

(2) 実施した会計処理の概要

共通支配下における企業結合とは、企業結合当事企業もしくは事業のすべてが、企業結合の前後で同一の

企業により最終的に支配され、かつ、その支配が一時的でない場合の企業結合であります。当社グループ

は、すべての共通支配下における企業結合取引について、継続的に帳簿価額に基づき会計処理しておりま

す。
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存続会社 クリタ関東株式会社 クリタ関西株式会社

消滅会社

クリタ・ビーエムエス株式会社、

クリタ北海道株式会社、

クリタ北関東株式会社、

クリタ・ビルテック株式会社

クリタ東海株式会社、

クリタ北陸株式会社、

クリタ明希株式会社、

クリタ山陽株式会社、

クリタ九州株式会社

事業の内容
水処理薬品の販売や装置のメンテナ

ンス・サービス

水処理薬品の販売や装置のメンテナ

ンス・サービス

結合後企業の名称 クリタ東日本株式会社 クリタ西日本株式会社

（クリタ東日本株式会社およびクリタ西日本株式会社）

2024年４月１日付で、日本国内における水処理薬品の販売や装置のメンテナンス・サービスを主な事業とす

る国内販売事業会社等11社の再編を行いました。11社ある国内販社のうち、クリタ関東株式会社およびクリタ

関西株式会社を存続会社とし、両社が９社を吸収合併しました。なお、統合後の会社名をクリタ東日本株式会

社、クリタ西日本株式会社へ変更しております。

(1) 取引の概要

①結合当事企業の名称、事業の内容及び結合後企業の名称

②企業結合日

2024年４月１日

③企業結合の法的形式

クリタ関東株式会社およびクリタ関西株式会社を存続会社とする吸収合併方式で、クリタ・ビーエムエ

ス株式会社、クリタ北海道株式会社、クリタ北関東株式会社、クリタ・ビルテック株式会社、クリタ東海

株式会社、クリタ北陸株式会社、クリタ明希株式会社、クリタ山陽株式会社、クリタ九州株式会社は解散

しております。

④結合を行った主な理由

当社グループは、中期経営計画「PSV-27」（Pioneering Shared Value 2027）において、多様な産業に

対して事業を通じた社会との共通価値創造の強化を図ることを目指し、CSVビジネスをグローバルに拡大

することを重点施策の一つとしています。このたびの再編は、本施策をスピーディーに推進するためのも

のであり、日本国内の一般水処理市場におけるCSVビジネスのさらなる拡大に向け、水処理薬品とメンテ

ナンス・サービスを一体化したワンストップ営業による顧客現場との接点強化を図るとともに、国内販社

の垣根を越えた好事例の共有・水平展開を迅速かつ効率的に実現する体制を構築します。

当社グループは、お客様の事業活動の課題に寄り添うパートナーとして、CSVビジネスをはじめとした

ソリューションの創出・提供を通じ、節水、GHG削減、および廃棄物の資源化・資源投入削減に貢献し、

持続可能な社会の実現を目指していきます。

(2) 実施した会計処理の概要

共通支配下における企業結合とは、企業結合当事企業もしくは事業のすべてが、企業結合の前後で同一の

企業により最終的に支配され、かつ、その支配が一時的でない場合の企業結合であります。当社グループ

は、すべての共通支配下における企業結合取引について、継続的に帳簿価額に基づき会計処理しておりま

す。
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（重要な後発事象）

(株式報酬制度に係る追加信託)

当社は、2025年２月６日開催の臨時取締役会において、当社の取締役（社外取締役及び常勤監査委員である取

締役を除きます。）、執行役及び執行役員並びに当社グループの国内主要子会社の一部取締役等（社外取締役を

除きます。以下総称して「取締役等」といいます。）を対象とする株式報酬制度（以下、「本制度」といい、本

制度導入のために設定済みである信託を「本信託」といいます。）について、本信託の受託者が当社株式を追加

取得するための金銭を当社が追加信託することを決議いたしました。

(1) 本信託の概要

①名称 役員向け株式交付信託

②委託者 当社

③受託者 三井住友信託銀行株式会社（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行）

④受益者 取締役等のうち受益者要件を満たす者

⑤信託管理人 当社及び取締役等から独立した第三者

⑥議決権行使 信託の期間を通じて、本信託内の当社株式に係る議決権は行使いたしません。

⑦信託の種類 金銭信託以外の金銭の信託（他益信託）

⑧信託契約日 2016年８月４日

⑨金銭を信託する日 2025年２月14日（予定）

⑩信託終了日 2028年８月末日（予定）

(2) 本信託の受託者による当社株式取得に関する事項

①取得する株式の種類 普通株式

②株式の取得資金として当社が信託する金額 1,990,000,000円（上限）

③取得する株式の総数 315,200株（上限）

④株式の取得方法 取引所市場における取引（立会外取引を含みます。）による取得

⑤株式の取得時期 2025年２月14日～2025年２月28日（予定）
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